
手話パフォーマンス甲子園実行委員会企画推進会議 

（平成３０年度第３回） 
 

日時：平成３０年１１月２２日（木）１３時１５分～１４時４５分 

場所：鳥取県庁第２庁舎４階 第３４会議室 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

 

（１）第５回全国高校生手話パフォーマンス甲子園の開催結果について 

（資料１：第５回全国高校生手話パフォーマンス甲子園の開催結果について） 

（資料２：企画推進会議委員の御意見・御感想） 

（資料３：アンケート結果（来場者・引率・生徒）） 

 

４ その他 

 

（１）今後の日程について 

（資料４：全国高校生手話パフォーマンス甲子園に係る今後の日程について） 

 

（２）その他 

 

 

５ 閉 会 



手話パフォーマンス甲子園実行委員会企画推進会議 出席者名簿 

（平成３０年度第３回） 

 

役 職 所属 ・ 役職名 氏名（敬称略） 
出 欠 

（代理：敬称略） 

委員長 
鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局長 宮本 則明 出 

委 員 
国立大学法人筑波技術大学 教授 大杉 豊 出 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 青年部長 吉田 航 欠 

公益社団法人鳥取県聴覚障害者協会 

事務局次長兼福祉・労働委員会委員長 
戸羽 伸一 出 

鳥取県手話通訳士協会 森原 早百合 出 

全国手話通訳問題研究会鳥取支部 国広  生久代 出 

鳥取県手話サークル連絡協議会 田中 優子 出 

社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 常務理

事 
野間田 憲昭 欠 

鳥取県教育委員会 教育次長 

(鳥取県教育委員会事務局特別支援教育課 

課長補佐) 

足羽 英樹 

(福田 高之) 

出 

(代理) 

鳥取県高等学校長協会 会長 田中 正士 出 

鳥取県私立中学高等学校長会 会長 佐伯 友茂 出 

鳥取県立鳥取聾学校 校長 三王寺 孝子 出 

事務局 事務局長（鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局

障がい福祉課 社会参加推進室長） 
明場 達朗 

 

事務局次長（鳥取県福祉保健部ささえあい福祉

局障がい福祉課 社会参加推進室 課長補佐） 
北川 泰子 

事務局員（鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局

障がい福祉課 社会参加推進室 係長） 
大森 宏治 

  

 

※オブザーバー出席：ｍ＆ｍ.CO 

※手話通訳者：鳥取県聴覚障害者協会 



第５回全国高校生手話パフォーマンス甲子園の開催結果について 

平成３０年１１月１６日 

手話パフォーマンス甲子園実行委員会 

 

１ 大会の概要 

（１）開催日時  平成３０年１０月７日（日）午前９時から午後４時まで 

（２）開催場所  米子コンベンションセンター 多目的ホール（米子市末広町 294番地） 

（３）演技内容  手話を使った歌唱、ダンス、演劇、コント、落語などのパフォーマンス 

（４）出場チーム １２都県から、全２０チーム（２２校）が出場 

（５）来場者数  約２，０００人（入場無料） 

（６）大会結果 

表彰内容 チーム名 演技分類 タイトル 

優 勝 真
ま

和志
わ し

高等学校（沖縄県）※ ダンス・演劇 
時をこえ 

～今私たちができること～ 

準優勝 黒石原
くろいしばる

支援学校（熊本県） 演劇・ポエム 車椅子に乗って気づいたこと 

第３位 熊本聾学校（熊本県） コント・落語 
 笑う門には福来る 

 ～熊ろう寄席～ 

審査員特別賞 中央ろう学校（東京都） 
ダンス・演劇・歌

唱・ASL 
THIS IS ME 

全日本ろうあ 

連盟賞 
立川ろう学校・富士森高等学校（東京都） 

ダンス・演劇・イリ

ュージョン 

情熱  

～伊能忠敬とリコの阿波踊り～ 

日本財団賞 杏和
きょうわ

高等学校（愛知県） 狂言 おそそ仁王 

鳥取県聴覚 

障害者協会賞 

ノートルダム清心高等学校・広島南特別支

援学校（広島県） 
歌唱・演劇・ギタ

ー演奏 
広島の私達が今、伝えたいこと 

※「時をこえ」という歌に乗せ、語り継ぐべき歴史や命の尊さなどの想いを手話とともに発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪審査方法≫（６名の審査員の審査得点を合計。（最大３００点。）） 

種別 人数 審査項目 配 点 

ろうの審査員 ３名 ○手話の正確性・分かりやすさ 

○演出力・パフォーマンス度 

３０点 

３０点（合計６０点） 

聞こえる審査員 ３名 ○演出力・パフォーマンス度 ４０点 

優勝：真和志高等学校 

日本財団賞：杏和高等学校(大会初の狂言に挑戦) 

準優勝：黒石原支援学校 第３位：熊本聾学校 

全日本ろうあ連盟賞： 
立川ろう学校・富士森高等学校 

鳥取県聴覚障害者協会賞：ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ

清心高等学校・広島南特別支援学校 



（７）出演者等 

内 容 氏名（敬称略） 役職等 

演技司会 早瀬 憲太郎 学習塾「早瀬道場」代表 

中野 郁海 ＡＫＢ４８ チーム８鳥取県代表 

総合司会 原田 裕和 ＮＨＫ鳥取放送局チーフアナウンサー 

ゲストパフォーマー 手話パフォーマ

ンスきいろぐみ 

ろう者と聞こえる人で構成されたサイ

ンパフォーマンスグループ 

審査員長 庄﨑 隆志 演出家・俳優 

審査員 小中 栄一 全日本ろうあ連盟副理事長 

貴田 みどり 女優・ダンサー 

門  秀彦 絵かき 

金沢 映子 舞台女優 

寺川 志奈子 鳥取大学地域学部教授  

 

（８）同時開催の催し 

○あいサポート・マルシェ（障がい福祉サービス事業所による飲食物や雑貨等の販売） 

○鳥取聾学校写真作品展 

○高校生の実習製品等の販売コーナー（倉吉農業高等学校、米子松蔭高等学校） 

○高校生による郷土芸能ステージ（米子白鳳高等学校（淀江さんこ節）） 

○手話カフェ 

○ワークショップ（砂像色付体験等） 

○鳥取県聴覚障害者協会コーナー、鳥取県手話サークル連絡協議会コーナー 

○公式グッズ販売コーナー、鳥取県特産品販売コーナー 等 

 

２ 佳子内親王殿下の御臨席について 

２年ぶりに佳子内親王殿下の御臨席を賜り、開会式では、手話に対する意識

を高める活動に尽力されている方への敬意、手話パフォーマンスに取り組む高

校生の姿に深い感銘を受けてこられたことや今大会への期待などのおことばを

賜った。また全出場チームの演技を御覧いただいた。 

  大会前日の交流会にも御臨席を賜り、出場校の代表生徒と御歓談いただいた。 

 

３ その他 

・大会の様子を手話パフォーマンス甲子園☆動画チャンネル（You Tube）にてライブ配信を行った。 

・約 50席のサテライト会場を情報プラザに用意し、ホールに入れない方のために大会の様子を放映した。

また、障がいのある方、車椅子の方などを対象にホール内前方にハートフル席を設けた。 

・会場内では、情報保障として、手話通訳、要約筆記のほか、音声ガイド受信機や要約筆記タブレットの

貸出しなどの各種サービスを実施した。 

・10月 6日にＡＮＡクラウンプラザホテル米子にて交流会を開催し、出場チーム、出演者、来賓等約 300

人が参加して交流を深めたほか、井崎哲也氏のサインマイムやマグロの解体ショー等の催しを行った。 

・9月 10日(月)に境港総合技術高等学校と米子東高等学校にて「HANDSIGN SCHOOL PROJECT」を

開催し、手話についてのトークや手話パフォーマンス体験等を行い、大会や手話の魅力PR等を行った。 

・11月 4日(日)16:30から日本海テレビにて大会ダイジェストテレビ番組を放送した。 

 

≪大会成果≫ 

○佳子内親王殿下の御臨席をはじめ、多くの方に御来場いただくとともに、県内外の新聞・テレビ報

道等により、大会開催と手話言語への理解等について、広く発信することができた。 

○一般高校と聾学校との合同チーム出場や聴覚障害者協会等による生徒への手話指導など、大会参加

を通じて、聞こえる人と聞こえない人との交流がますます拡大してきている。 

○大会後に、出場チームが地元イベント等で演技を披露するなど、大会当日のみならず、全国各地に

手話パフォーマンスの輪が広がり、手話言語への理解が進展している。 

演技司会の早瀬氏と中野郁海さん 

中野 

手話パフォーマンスきいろぐみ 

中野 

開会式でのおことば 

中野 































































 

全国高校生手話パフォーマンス甲子園に係る今後の日程について 

平成３０年１１月２２日現在 

日 程 内 容 備 考 

平成 30年 2月 7日 H29実行委員会総会 第 5回大会開催決定、第 5回大会基本計画、H29

補正予算 

平成 30年 2月 20日 H29第 4回企画推進会議 第 5回大会開催要項、予選審査・選考方法 

平成 30年 4月 12日 第 5回大会の開催日決定 同日、第 5回大会の日程及び開催要項公表 

平成 30年 4月 H30実行委員会（第 1回書面会議）  

平成 30年 4月 大会チラシ、ポスター等の送付 ・全国の高等学校、特別支援学校等、各都道府県、

政令指定都市等、各都道府県全国ろうあ連盟加盟

団体、県内各市町村、県内公共施設 等 

平成 30年 5月 21日 参加申込み受付開始  

平成 30年 7月 5日(木) H30企画推進会議（第 1回） 第 5回大会実施計画等 

平成 30年 7月 6日(金) 参加申込み期限  

平成 30年 7月 19日(木) 予選審査動画の提出期限  

平成 30年 8月 2日(木) 

8月 3日(金) 

予選審査会 

結果発表 

２日に動画審査し、３日に結果発表、本大会演技順

番、選手宣誓チームの決定 

平成 30年 8月 31日(金) H30企画推進会議（第 2回） 

情報保障ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾁｰﾑ（第２回） 

第 5回大会実施計画、予選審査結果 

平成 30年 8月 31日(金) ヒアリングシートの提出 演技内容の詳細（シナリオ・楽曲等）の報告） 

平成 30年 10月 6日(土) 第 5 回全国高校生手話パフォーマン

ス甲子園リハーサル、交流会 

リハーサル：米子コンベンションセンター 

交流会：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

平成 30年 10月 7日(日) 第 5 回全国高校生手話パフォーマン

ス甲子園本大会 

米子コンベンションセンター 

平成 30年 11月 22日（木） H30企画推進会議（第 3回） 

 情報保障ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾁｰﾑ会議（第 3回） 

第 5 回大会開催結果の報告、意見交換、次回大会

に向けた検討 

平成 31年 2月 H30実行委員会総会 第 5回大会開催結果の報告 

第 6回大会の基本計画※、H30補正予算 

平成 31年 2月 H30企画推進会議（第 4回） 第 6回大会開催要項等 

 
※第６回大会については平成 31年秋（9月～10月）に鳥取市内での開催を想定 
 開催日・場所等については、２月の実行委員会で決定予定 
 

資料４ 


